












要約:小児虐待の病院内連携システムと地域の協力システムによる地方の虐待発生予防に

は、小児科外来での虐待ハイリスクを決め、小児科以外の診療科を受診してくる疾患で、

転落、打撲、転倒、熱傷などの小児例を選択し、虐待類似例や今後虐待に進行しそうな家

庭を早期に発見し、家庭訪問などの保健指導を施行していくことが、小児虐待の発生を予

防していくために重要であると考えた。


